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1 研究の背景と目的等

マングローブ林は熱帯 亜熱帯の河口などの汽水域に成立し､その生態系は熱帯

亜熱帯の沿岸生態系の中で重要な生態系の一つである｡しかしながら､マングロ

ーブ林は急激に減少 し､近年イン ドネシア､ベ トナムをはじめとする多くの国々

で積極的な植林を展開するなど再生の努力が払われ､タイではマングローブ林の

全面的伐採禁止措置もとられている｡

マングローブの植栽に用いられる種子は､通称 ｢胎生種子｣と呼ばれる散布体

であることが多く､その採取はわずかに残っている天然林で行われている｡ しか

しながら､マングローブの種子散布は､陸上植物のそれとは大きく異なり､潮汐

と河川の流れに多く依存 しているが､これまでのその種子の動態に関する研究は

ほとんど行われていない｡

この様に､マングローブは､通常の陸上植物の種子散布 とは異なり､潮汐ある

いは海流によって種子が散布されるものが多いことから､沖縄県のように多くの

海を隔てて地理的に隔離されている島々をフィール ドとして研究することは､そ

の地域特性に立脚 し､しかも当該地域でなければ研究ができない独 自性をもった

ものであると考えて､当該研究を行 うこととした｡

本研究は､マングローブの個体群 (集団)の遺伝的構成と､その動態を明らか

にすることを本研究の目的として､平成 11年度にはじまめ､研究期間は平成 13

年度までの3年間であった｡

本研究では､DNA マーカーの開発が行われたが､最終的には DNA マーカーと

して､マイクロサテライ ト(microsatellites)あるいは SSRs(SimpleSequenceRepeats)

と呼ばれるマーカーが用いられた｡

平成 11年度､平成 12年度までは主にオヒルギ､ヤエヤマヒルギ等が供試され､

DNA抽出は主にCTAB法とIce-coldbuffer法であったが､一部市販の DNA抽出キ

ットも併用 した｡平成 12年度と 13年度の主な供試樹種はヒルギダマシであり､

主なDNA抽出は改変 CTAB法であったが､ここでもDNAの精製精度を上げるた

めに市販のDNA抽出キットを併用 した｡

ヤエヤマヒルギについては､平成 12年度までに設計された 24対のプライマー

の中から 8対のプライマーを用いて解析が行われたが､沖縄のヤエヤマヒルギ集

団の変異は極めて小さかった｡ヒルギダマシについては 7対のプライマーが用い

られ､7集団について解析が行われた｡その結果､集団間の-テロ接合度が小さく､

集団内の遺伝的変異も小さいが､個々の集団の遺伝的分化が大きいことが明らか

にされた｡なお沖縄産のヒルギダマシの個体群の遺伝的変異の大きさを比較する



ために､沖縄以外の産地の個体群の結果も考慮に加えた｡

マイクロサテライ トは DNAマーカーとして極めて有用なマーカーであるが､樹

種によっては遺伝的変異が小 さく､マイクロサテライ トであっても変異を捉える

ことが難 しかった｡これまでに報告されたことのない本研究の成果 としての新 し

い知見として､ ヒルギダマシは-テロ接合割合が小 さく､高い割合で自家受粉す

ることで集団を維持する適応戦略を持っていること､個々の集団が小 さくて隔離

されていることから､集団の遺伝的分化が大きく､種子の移動による遺伝子流動

は小さいことが明らかにされた｡

2 研究組織

本研究は馬場繁幸が代表研究者で研究分担者はいないが､本研究を遂行するに

あた り､琉球大学農学部の小嶋雅代､渡適純枝の両君 と東京農業大学の菅谷貴志

君の 3人には試料の採取や実験などについて多大の協力を頂いた｡

3 研究経費

平成 11年度 1,500千円

平成 12年度 800千円

平成 13年度 700千円

計 3,000千円

4 桝究発表

1) 学会誌等

a) 馬場繁華､マイクロサテライ トマーカーによるヒルダマシの遺伝解析､

Tropics(投稿予定)

b) 馬場繁華､沖縄産 ヒルダマシ 7集団の遺伝学的解析､MangroveScience

(投稿予定)

2) 口頭発表
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Avicenrliamarina.Quest2002.Doha,Qatal＼
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